
会津若松市第３期環境基本計画の策定について
１　「環境基本計画」について

• 本市は、環境基本条例に基づき、「環境基本計画」を定めて、以下の４つの側面から、環境施策
を総合的かつ計画的に施策を進めている。（進捗状況等については別紙資料２のとおり）
生活環境

きれいな環境で、安心して健康に暮らせるま
ちをつくる

⇒環境保全協定の締結、騒音測定の実施など

自然環境

緑豊かで、住んでいて心地よく、人と自然が
共生するまちをつくる

⇒開発時の緑化指導、都市公園の整備など

地球環境

地球温暖化を防ぐため、環境と事業活動が調
和したまちをつくる

⇒住宅用太陽光発電補助金、再生可能エネル
ギーに関する事業者との意見交換など

環境教育

環境保全をともに学び協働するまちをつくる

⇒「環境フェスタ」等の啓発事業など

現行の第２期環境基本計画の計画期間が令和５年度まで⇒
令和４～５年度をかけて、新たに「第３期環境基本計画」を策定する。
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２　新計画の策定の方向性

• 令和３年12月に行った「ゼロカーボンシティ会津若松宣言」の趣旨を踏ま
え、特に地球温暖化対策について、市民・事業者・行政が一体となった施策
を検討する。

• 「SDGs」、「ESG投資」（環境・社会・ガバナンス要素を考慮した投資の
こと）、「脱炭素政策」（カーボンニュートラル）などの概念の普及や、
「新型コロナウイルス感染症」などの状況の変化を背景とした、市民・事業
者の環境への意識を的確に捉え、施策へ反映する。

• 庁内の他の計画や、スマートシティの取組との整合を図るため、関係課と密
接に連携にする。
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３　策定に当たって実施する作業

分類 実施する作業 概要
市民に対して 市民ワークショップ 第２期計画の振り返り、第３期計画の方向性、課題達成の

ための市民の役割や行動について、意見を頂く。
事業者に対して 低炭素化推進連絡会議 事業者等からなる連絡会議への情報発信及び意見交換を行

う。
新エネルギー等検討会議 市内のエネルギー関連事業者及び学識経験者と検討を行

い、提言を頂く。
その他事業者との連携 取組の連携を図るため、商工会議所等の企業団体との意見

交換を随時行う。
市民・事業者に
対して

環境意識調査
（アンケート）

アンケートにより本市の環境に関する現状認識や今後の環
境保全等への意向等の把握を行う。

環境審議会 諮問し、答申を頂く。
庁内において 環境管理委員会及び幹事

会、担当者会議
全庁一体となった計画策定を行うため、環境管理委員会と
それに含まれる、関係所属長で構成する「幹事会」、関係
所属の担当職員による「担当者会議」にて協議を行う。
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４　策定スケジュール（予定）

時期 実施する作業 内容・備考
令和４年度 6月上旬～ 第１回環境管理委員会

（幹事会含む）
庁内に対して説明及び意見交換。以降、必要に応じ
て適宜開催

7月～９月 環境意識調査
（アンケート）

市民・事業者に対するアンケートの実施・回収・集
計

９月２０日 第1回環境審議会 ・委員の委嘱
・新たな環境基本計画の策定の説明、諮問

10月上旬～
11月下旬

市民ワークショップ 第２期計画の結果やアンケート結果を踏まえて、３
回程度実施

11月上旬～ 第1回新エネルギー等
検討会議

・委員の委嘱
・新たな環境基本計画の策定の説明、提言の依頼
以降、年度に２回実施

１月下旬～
２月中旬

第２回環境審議会 ・第３期環境基本計画策定の状況報告

２月下旬 第３回環境管理委員会 ・第３期環境基本計画策定の状況報告
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時期 実施する作業 内容・備考
令和５年度 ５月下旬 第１回環境管理委員会 計画策定の方向性等確認

６月下旬 第１回環境審議会 計画策定の方向性等の確認を頂く

10月上旬 第２回環境管理委員会 素案の説明、内容検討

10月中旬 第2回環境審議会 素案の説明、内容検討

11月下旬 第 3回環境審議会 原案説明、計画全般について審議

11月下旬 庁議 素案の説明、原案の決定

12月上旬 文教厚生委員会協議会 パブリックコメント実施と原案の説明

12月中旬～
1月下旬

パブリックコメント 原案に対する市民意見を聴取する

1月上旬 第 4回環境審議会 計画全般についての審議

2月上旬 第 5回環境審議会 答申内容について審議

3月上旬 答申 答申を頂く
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５　現在の進捗状況
• ６月１日に第１回環境管理委員会（庁内）を開催し、第３期環境基本計画の
策定スケジュールおよび方針について了承済。

• ７月から市民、児童・生徒、事業所宛にアンケートを順次送付。市民及び児
童・生徒宛については回答期間終了。事業所宛については本日まで回答期限
としており、今後回答内容の取りまとめ及び分析を行っていく。

　【アンケート実施状況】
　〇市民・児童向けアンケート
　①市民（郵送）
　　対象 1,102名（年代別無作為抽出）、回収378名、回収率34.3％
　②児童（学校経由）　対象720名、回収 612名、回収率85％
　　（市立の小学校５年生と中学校２年生で各学校の１クラスずつ対象）
　〇事業者向けアンケート
　　市内全事業者対象（ウェブ回答フォームの公開による）
　　郵送（無作為抽出）　1,000事業所
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• 市民向けワークショップの開催を以下の内容で準備中。
〇参加者　本市の環境に関心のある中学生以上の市民や市内勤務の方
　１０月１日から参加者（２５名）募集開始。（１０月１４日〆切）
〇開催日程
（第１回）令和４年１０月２８日（金）19：00～20：30
（第２回）令和４年１１月１１日（金）19：00～20：30
（第３回）令和４年１１月２２日（火）19：00～20：30
〇実施内容
（第１回）会津若松市の環境の現状について
（第２回）会津若松市の環境の未来について
（第３回）計画推進のために、私たちができること

また、学習会として再エネ施設の見学等の実施を併せて検討中。
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